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石　見　　　舟（演劇学・ドイツ演劇　慶應義塾大学大学院文学研究科後期博士課程）
粂　川　麻里生（�近現代ドイツ文学・思想，文化史，スポーツ史　慶應義塾大学文学

部教授）

津　﨑　正　行（近代ドイツ演劇　慶應義塾大学非常勤講師）
平　田　栄一朗（演劇学・ドイツ演劇　慶應義塾大学文学部教授）
宮　下　寛　司（演劇学　慶應義塾大学大学院文学研究科後期博士課程）
山　崎　祐　人（�ドイツ語学　東京大学大学院総合文化研究科言語情報科学専攻博士

後期課程）

Andreas�Becker（映画，メディア学　慶應義塾大学文学部訪問講師（招聘））
Markus�Joch（近現代ドイツ文学・文化学　慶應義塾大学文学部教授）

 投稿規程
・�執筆者は日吉ドイツ語専任者とするが，編集委員会が特に
認めた場合はこの限りではない。
・�原稿はドイツ語圏の文学，言語，文化，社会およびドイツ
語教育にかかわる論文，翻訳，書評等とする。
・�原稿はA4 判用紙 1枚あたり日本語文は 1行 40 字×20 行，
ドイツ語文は 1行 65 ストローク× 28 行で，いずれも 20 枚
程度までとする。分量がそれを大幅に超過する見込みの場
合は，その旨を執筆申込の際に編集委員会に申し出ること。
また，日本語文で縦書きとする場合も，その旨を執筆申込
の際に編集委員会に申し出ること。
・�日本語表題・ドイツ語表題の両方を用意すること。
・�投稿された原稿の掲載の可否は編集委員会が判断する。

（2015 年 11 月 18 日　日吉ドイツ語部会において承認）

執　筆　者（五十音順＋ABC順）


